
 
川重冷熱工業は、業界トップのガス燃料削減率と廃熱回収量を達成した、超省エネルギー型ジェネリン

ク（廃熱投入型ナチュラルチラー）「Ｅｆｆｉｃｉｏ」ＮＺＪ型を７月より新発売します。 

 

今回発売する「Ｅｆｆｉｃｉｏ」ＮＺＪ型は、２０１３年４月に発売し、二重効用で世界最高の定格ＣＯＰ※1 と期間

効率※2 を達成した直火式ナチュラルチラー「Ｅｆｆｉｃｉｏ」ＮＺ型に、当社独自の廃熱温水熱交換器を組み込ん

だジェネリンクです。コージェネレーションシステムから発生する廃温水を利用して、業界トップの定格時の

燃料削減率と廃熱単独運転負荷率を達成し、従来よりも多くガス燃料消費量を削減できます。同機は 

２８１ｋＷから３，５１７ｋＷ（８０ＲＴから１，０００ＲＴ）の１８機種をラインナップしています。 

 

ナチュラルチラーは、ガスや油を燃料とし、水を冷媒とするクリーンな冷暖房用機器で、１９６８年に当社

が世界に先駆けて商品化したものです。今日では、ホテルや事務所、商業ビル、学校、病院、地域冷暖房、

工場など国内外で幅広く使用されています。また、電気空調に比べ消費電力が少ないことから、東日本大

震災以後、夏場のピーク電力負荷の引き下げに貢献しています。特に、ジェネリンクは、電力安定化を目

的とした分散型発電設備（コージェネレーションシステム）導入が拡大する中、発電と同時に発生する廃温

水を熱源として活用し、冷暖房が可能なことから、エネルギーの有効利用に貢献する機器として、より一

層の省エネルギー化が期待されています。 

 

 

「Ｅｆｆｉｃｉｏ」 ＮＺＪ型の特長は、以下のとおりです。 

①燃料削減率 Ｎｏ．１ 

ベースである「Ｅｆｆｉｃｉｏ」ＮＺ型の高効率性を継承し、さらにジェネリンクとしての適正化により廃熱

回収量(図１)が従来機（当社Σ〈シグマ〉ＴＺＪ型）に比べ大幅に増加したことで、業界トップの定格運

転時のガス削減率４１％、廃熱単独運転負荷率６０％(図２)を実現しました。（廃温水条件：入口９

０℃、出口８０℃の場合） 
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②期間効率 Ｎｏ．１ 

「Ｅｆｆｉｃｉｏ」ＮＺ型の高い期間効率を継承しています。これにより、低負荷領域から高負荷領域にわ

たって効率のよい運転が可能になり、省エネルギーに貢献します。 

 

③システム効率 Ｎｏ．１ 

「Ｅｆｆｉｃｉｏ」ＮＺ型の省エネ制御機能を引き継いでいます。これにより、付帯設備を含めたシステム

の効率を向上させることが可能です。また、定格運転時の冷却水量を７０％（０．７ｍ３／ｈ・ＲＴ※3）に

減じた仕様にも対応でき、冷却水ポンプの消費電力のさらなる削減が可能です。 

 

④軽量化 

従来機（当社Σ〈シグマ〉ＴＺＪ型、同容量２１０ＲＴでの比較）と比べ、約２０％の軽量化を実現し、

搬入や既設基礎の強度対策の費用削減が可能となりました。 

 

⑤操作性・視認性の向上 

３６５日・２４時間遠隔管理する機能の標準装備(テレメンテ、従来機能の継承)や、５．７インチのカ

ラー液晶タッチパネルを運転盤に標準装備することで、操作性や視認性を向上させています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１： ＣＯＰ（成績係数：Coefficient of Performance）とは冷凍能力を投入熱量で除したもの。 

※２： 実際の運用条件下における年間を通じた効率のこと。建物や用途など条件によって異なるが、部

分負荷での運転時間が長い場合は、部分負荷効率のよい機械を選定することで期間効率は向上

する。 

※３： ０℃の水１トンを２４時間で０℃の氷にするために取り除く熱量のこと。（１ＲＴ＝３．５２ｋＷ） 

  

標準仕様 

冷房ＣＯＰ（廃温水無時） １．４９（JIS 基準） 

冷水温度（入口→出口） １５℃→７℃ 

冷却水温度（入口→出口） ３２℃→３７．８℃ 

廃温水温度（入口→出口） ９０℃→８０℃ 

ガス削減率 ４１％ 

廃熱単独運転負荷率 ６０％ 

「Ｅｆｆｉｃｉｏ」ＮＺＪ型 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□お問合せ

川重冷熱

営業・サー

TEL ０３

 

□ご参考  

川重冷熱

（１） 会社

（２） 本店

（３） 代表

（４） 設立

（５） 資本

（６） 事業

      

（７） 従業
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